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ニュースレター2023 年 3 月		

敬愛する里親の皆さま		

わたしたちの救い主イエス・キリストの御名においてご挨拶申し上げます。		

今回のこの 3月のニュースレターが今年最初のニュースレターとなりますので「発展と教

育のためのキリスト教機関」、プリ・キンダーガルテンスクールの教職員、愛する生徒一

同を代表して、2023 年が里親の皆さん、日本バプテスト女性連合の姉妹方、祈りのパー

トナー、友人である皆さんにとって素晴らしい年でありますようにとお祈り申し上げます。	

新しい年が始まると、今年こそは良い年となるとの希望が湧いてきます。ここ数年、新型

コロナウィルス感染拡大や多くの自然災害によって、多くの問題、失望、失敗を経験して

きましたが、今やそれらはわたしたちの背後へと退き、訪れるより良い未来に期待を膨ら

ませる時となりました。古きものは過ぎ

去りました。新しいものが到来しようと

しつつあります。そして新しい年、新た

な道がわたしたちの眼前にあります。そ

れは以前にわたしたちが歩いた道とは異

なる、他の道です。誰しもが初めて歩く

道には不安に感じるものですが、どのよ

うな環境のもとにあっても、常に神が共

にいまし、導き、道を示してくださる約

束をおぼえたいと思います。		

本当に恐ろしい経験、つらい経験をパンデミックの時に通らされましたが、よい学びの時

ともなりました。神は実にその約束に真実なお方です。パンデミックの間も決してわたし

たちを見捨てることはなさいませんでした。神はわたしたちの側を離れず、命を守り、祈

りを聴かれ、わたしたちを見守り必要を満たしてくださいました。このことを通してわた

したちの神への信仰は強められました。イザヤ書 41 章 10 節には、「恐れることはない、

わたしはあなたと共にいる神。たじろぐな、わたしはあなたの神。勢いを与えてあなたを

助け	 わたしの救いの右の手であなたを支える」と記されています。目を上げ、前を見、

新しい年を思い巡らす時、このような神がいつもわたしたちと共にいてくださる、これ以

上に嬉しいことはない、と気づかされるのです。今年だけでなく、これからもそのことは

続きます。		

わたしたちが将来について希望を抱くことのできるもう一つの理由は、里親の皆さん、日

本バプテスト女性連合の姉妹方、日本や他の国々の教会の皆さん、祈りのパートナー、友

人たちが日々、わたしたちのために祈り続けてくださっているということです。このこと

は、これまでもわたしたちを力づけ、そしてこれからも前へ進む原動力の源となっていま

す。どうぞ、これからもわたしたちのために、お祈りください。	2022 年は、多くの変化



に対応を迫られる年でした。2021 年、プリ・キンダーガルテンスクールは休校していま

した。様々なハードルがありましたがオンライン授業を行いました。	

しかし 2022 年になると政府は学校の再開を許可しましたので、それ以来一度も中断する

ことなく活動は続いています。		

	

子どもの日のお祝い	

インドではパンディット・ジャワハル

ラール・ネルーの誕生日は子どもの日

として祝われています。パンディッ

ト・ネルーはインド独立後、初の首相

となった人です。彼は子どもを愛する

人で在任中は子どものために多くの福

祉事業に取り組みました。子どもたち

からはチャチャ・ネルー（ネルーおじ

さんの意）と呼ばれ親しまれていたほ

どです。彼が亡くなってから、彼の誕

生日である 11 月 14 日がインドでは子

どもの日となりました。わたしたちの

プリ・キンダーガルテンスクールでも子どもの日のお祝いの時をもちました。子どもたち

は音楽に合わせて踊ったり、歌を歌い、屋外でいくつかのゲームをしました。最後に生徒

たちみんなで、おやつをいただきました。		

年に一度のピクニック	

例年のように 2022 年 12 月 3 日には、プ

リ・キンダーガルテンスクールのピクニッ

クが実施され生徒全員が参加することがで

きました。本来ならば近くのピクニックス

ポットに子どもたちと出かけたかったので

すが、年齢のことや、交通安全確保など幾

つかの理由で今回はナオミ・ビルディング

のある敷地で行うことにしました。朝７時

に保護者の方々が子どもたちをナオミ・ビ

ルディングに連れて来てもらい、午後 2時にまたお迎えに来てもらうことにしました。子

どもたちは、お祈りと朝食の後には色々なゲームを楽しみ、その後はお昼ご飯を食べて保

護者と共に帰宅しました。		

	

クリスマスのお祝い		



生徒たちはサンタと一緒に踊りプレゼントを直接もらうことが

できるクリスマスのお祝いをいつも心待ちにしています。2022

年のクリスマスのお祝いは 12 月 22 日に学校で行いました。職

員がメインホールを色とりどりの紙や風船で飾り、先生たちと

年長さんたちが前日の 21 日にクリスマスツリーの飾り付けを

しました。当日の朝はホールで朝の祈りの時をもった後、クリ

スマスケーキが切り分けられ生徒、職員たちにも配られました。

サンタは朝 8 時半に登場しました。子どもたちはサンタさんと、

めいっぱい楽しんだ後、サンタさんからクリスマスプレゼント

をもらいました。おしまいに子どもたちは、クリスマスのため

に作られた特別なおやつをいただきました。		

中間テスト		

2022 年 12 月 15 日ー17 日には全クラスでテストを行い 21 日に結果が発表されました。同

日、保護者は通知表を受け取りました。		

運動会		

2023 年のプリ・キンダーガルテンスクー

ル恒例の運動会は 1月 18 日午前中にナオ

ミ・ビルディングの敷地で行いました。

かけっこ、二人三脚、算数レース、バケ

ツにボールを投げこむ競技、スプーンポ

テト競争、カエル飛び競争、チョコ競争、

椅子取りゲームなど様々な競技がクラス

ごとに行われました。それと共に、お父

さんたちはスプーンとポテト競争、そし

てお母さんたちは椅子取りゲーム、先生

や職員による椅子取りゲームも行われま

した。運動会での優勝者は 2月 4日の創立記念日の

式典の中で表彰されました。		

保護者面談		

保護者面談は年に２回行っています。ここで先生は

学習の進み具合と学業成績を保護者に報告し、それ

ぞれの生徒の苦手な科目については、必要なアドバ

イスをしています。2022	年度後半の保護者面談は 1

月 19 日に行いました。		

	



共和国記念日のお祝い		

1 月 26 日は全国で共和国記念日をお祝い

します。インド憲法が国会の上院・下院で

承認されインド共和国が誕生した日です。

生徒と保護者、教職員が見守る中、インド

の国旗が校長のリタ・バネルジーにより掲

揚され、その後、出席者全員でインド国歌

を歌いました。サブハシリー・ドラ先生が、

この日の大切さを短くお話しし、それぞれ

に与えられている権利を尊ぶことに触れま

した。子どもたちは愛国歌を何曲か歌い、

プリヤンカ・ダッシュ先生から謝辞が述べられ、おわりに子どもたちにお菓子が配られま

した。		

学校の創立記念日のお祝い		

2023 年 2 月 4 日に学校の創立記念日のお祝いを

しました。ブバネーシュワルにあるキリスト教

主義学校の一つであるスチュワートスクールの

校長ラシミ・レカ・セナパティ博士が主賓とし

て加わってくださり、2022 年度に行われた様々

なコンテスト、試験、競技で好成績を残した生

徒たちと皆勤賞の表彰をしてくださいました。

このお祝いの時に子どもたちが、とても素敵な

文化プログラムを披露し、みんなで楽しく鑑賞することができました。この日は保護者、

教会の人たち、また VIP がお祝いに集いました。		

クボ・チホ（窪千穂）さんによる訪問		

大変嬉しいことに日本の大学で社会福祉を学んでおられるク

ボ・チホさんが 2023 年 3 月 3	日から 17 日までインドを訪問

し、わたしたちの所に滞在されます。訪問の目的はスラムを

見学し、そこで暮らす方々の生活状況、水質レベルとそれが

及ぼす水質を原因とする病気についての研究です。チホさん

が何箇所かのスラムを訪問したりプリ周辺の公立病院や診察

所の訪問と医師、医療スタッフとの接触ができる様にセッテ

ィングをしていま

す。また別の地区

にあるキリスト教



の病院と看護学校への訪問も計画しました。訪問を通してチホさんは医師や看護師、看護

学生との対話を通して水質を要因とする病気についての理解を更に深めることができるよ

うにと願っています。教会での礼拝にも出席していただき、この地域にある他のキリスト

教施設への訪問も計画し、そのことを通して神の愛が実行されている現場を見ていただき

ます。チホさんがどうぞ、この訪問を通してキリストの愛を感じとることができるように

お祈りください。お客さまをお迎えすることは本当に嬉しいことです。もしインドに来ら

れることがあれば、どうぞ、わたしたちの施設をご利用ください。非常にリーズナブルな

価格で滞在することができます。また、皆さんのお知り合いでインドを訪問される個人や

団体がおられましたら、どうぞ、このわたしたちの施設を利用されるようお勧めくだされ

ば、州内外の観光地の案内も喜んでいたします。		

もうひとつ、お願いがあります。どなたかお知り合いに里親として加わることで、わたし

たちの働きを助けてくださる方がおられましたら、どうぞ里親の会代表の松本素代美さん

に連絡をお願いいたします。郵便番号 852-8132 長崎市扇町 28ー18	電話は 090-7925-	

3703	メールは taiyo-hoshi@tune.ocn.ne.jp です。		

子どもたちもスタッフもみんな元気にしています。子どもたちと、スタッフ全員から皆さ

んに愛と敬意を込めて、くれぐれもよろしくとのことです。神がどうぞ皆さんとご家族を

祝福してくださいますように。		
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